
週間国際経済2015（36）  12／02～12／08    金俊行（きむじゅねん） 

 

12/02・人民元改革、道半ば IMF、第3の国際通貨に ＜１＞＜２＞＜３＞ 

    SDR採用、信用力に「お墨付き」 資本取引、使い勝手悪く 規制緩和も視野 

  ・ブラジルGDP4.5％減（7-9月）過去20年で最悪 投資減退、政権に打撃 

  ・米11月新車販売1.4％増 VWは24％減 排ガス不正影響鮮明 

  ・米トルコ首脳会談（パリ、1日） 対ロ事態の深刻化回避  

    ロシア経済制裁でトルコGDP推計で1％損失 

 

12/03・投資マネー、米に回帰 利上げにらむ、欧州追加緩和で加速も ＜４＞ 

    2014年７月から今年9月までに2300億円（28兆円） 

     2009年から5年半で計7500億ドル流出、このうち3分の1が米国内に戻る計算に 

  ・法人税、来年度29.97％ 与党方針固める 財源は赤字企業増税で 

    現行32.11％から国際競争力底上げ 外形標準課税増税で賄う 

  ・英もシリア空爆 「イスラム国」掃討足並み 議会が承認、開始 

  ・アジア投信買いやすく 17年メドに日豪韓などで統一規格 域内販売可能に 

 

12/04・欧州中銀、量的緩和を延長 17年3月まで 景気・物価に先手 ＜５＞ 

    欧米株が大幅下落 ECB緩和が市場予想より消極的なことに失望広がる  

    NY株252ドル安 独仏は3％以上 日経平均は一時400円超安 

  ・日本防衛費、初の5兆円超え 安保新任務に備え ＜６＞ 

    米艦防護に早期警戒機 離島防衛にオスプレイ、機動戦闘車、水陸両用車  

 

12/05・米雇用11月21.1万人増 年内利上げ強まる 

    2カ月連続20万人超え 失業率は5.0％横ばい 

 

12/06・OPEC（石油輸出国機構）総会（4日、ウィーン本部）減産見送り ＜７＞ 

    加盟国協調に限界、生産枠目標棚上げ 揺らぐ存在感 イランの市場復帰で供給増も 

  ・「世界の工場」中国に陰り 「労働コスト」日本超す  

    生産性を加味した「単位労働コスト」が上昇し円安で逆転 

   

12/08・欧州、広がる極右支持 仏地方選でルペン国民戦線が躍進 

  ・NY原油急落37ドル台、減産見送りで一時6年10カ月ぶり安値 ＜８ 

＞ 

  ・日本GDP改定値（7-9月）上方修正年率1.0％増 速報値のマイナスから一転 

  ・日本経常黒字16カ月連続 10月1.4兆円 原油下落で輸入額減 

  ・中国輸出11月6.8％減 5カ月連続でマイナス 

      

 

 



 


